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国内初、火力発電所におけるMixed Reality を活用した巡視点検 

アプリケーションの使用開始について 

～DX の推進による現場業務変革～ 

 

 

【2022年7月26日 -東京発】 マイクロソフト ソリューション プロバイダーとして業界をリードするアバナード株式会社（以

下、アバナード）と北海道電力株式会社（以下、北海道電力）は、火力発電所におけるDX推進の一環として、

Mixed Reality※1（以下、MR）を活用したアプリケーション（以下、巡視点検アプリ）を北海道電力苫東厚真発電所

の現場環境下において共同で開発し、同発電所において使用を開始しましたので、お知らせします。 

火力発電所の巡視点検業務へのMRの適用は国内で初めてとなります。今後、本アプリのコンテンツ充実化を進めて

発電所の巡視点検業務の更なる高度化を目指します。 

 

 この取り組みは、マイクロソフト社の最先端MRデバイス「Microsoft HoloLens 2（以下、HoloLens2）」をベースと

したヘルメット一体型デバイス「Trimble XR10」で使用できるアプリを開発したものです。MRはスマートフォンに続く次世代

のコンピューティングプラットフォームとして、今後、日常生活や産業分野全般において必要不可欠なものとなっていくことが

予想されます 

≪Trimble XR10の外観≫ 

 

北海道電力の火力発電所では、電力の安定供給に向けたトラブルの未然防止のため、定期的に設備の巡視点検を

行っていますが、多岐にわたる設備の異常を早期に発見するためには、多くの経験とノウハウが必要となることから、巡視

点検の技術を効率的に継承していくことが課題となっていました。 

そこで、両社は、発電所員がこれまで職場内研修や実務により習得していた巡視点検に関する技術について、MRを

活用して巡視ルートや点検内容を明確にすることで、業務の標準化・可視化ができる巡視点検アプリを開発しました。開

発に際し、アプリの設計・開発およびプロジェクト管理の面でアクセンチュア株式会社の協力を受けました。 

 



 

 

今回開発した巡視点検アプリは、マイクロソフト社のAzure Spatial Anchors※2により空間認識を行うことで、GPS・ビー

コン※3などといったデバイス・インフラ環境を整えなくても、HoloLens 2 とクラウドサービスだけで約2kmにわたる広範囲な巡

視点検のナビゲーションを実現しました。HoloLens 2内に表示された順路に沿って移動していくことで現在地に対応した

作業指示や参考資料を自動的にHoloLens 2に表示し、巡視点検をサポートします。 

 

本巡視点検アプリを活用することで、効率的な技術継承に加えて、技術レベルの標準化により設備の異常兆候の早

期検知が可能となり、発電所の安定運転に資するものと考えています。 

 

北海道電力は、道内企業で初めて経済産業省が定めるDX（デジタルトランスフォーメンション）認定制度に基づく

「DX認定」を取得しており、本取り組みをDX推進の柱のひとつとして全社に展開を図っていきます。具体的には、主要な

火力発電所に本巡視点検アプリを導入するとともに、MRの更なる現場業務への活用を進めていく予定です。また、苫東

厚真発電所においては、昨年度から実地検証を行っているローカル5GとMRを組み合わせ、デジタル技術を活用した更な

る業務変革を進めていきます。 

アバナードでは、MRで働き方を根本的に変えることができると考えています。今後、5Gの普及により、分析・計算・画像

表示などがクラウド側で処理されるようになり、MRデバイス自体は大幅な軽量化が進んでいくことが期待されます。アバナ

ードは、これらの環境の変化とともに本アプリケーションの機能拡張やDigital Twin※4、AIといった先端技術を組み合わせ

たソリューションの開発を行い、MR領域に引き続き注力してまいります。 

 

今後、両社は、北海道電力の他の主要な火力発電所への本巡視点検アプリの導入に向け準備を進めるとともに、同

様の課題を抱える他の発電事業者への展開を進めるなど、DXを通じて電力の安定供給へ貢献してまいります。 

 

今回の巡視点検アプリの導入に際し、日本マイクロソフト株式会社 業務執行役員 インダストリアル＆製造事業本部 

製造営業統括本部長 横井 伸好氏より、以下のコメントをいただいています。 

「日本マイクロソフトは、北海道電力様、アバナード様、アクセンチュア様による、Mixed Reality を活用した巡視点検アプ

リケーションの開発と苫東厚真発電所での使用開始を心から歓迎いたします。当社の HoloLens 2 や Microsoft Azure 

を活用した本取り組みにより、発電所の現場における技術継承とさらなる業務効率化が実現されるものと期待しておりま

す。引き続き当社では、3社と連携し、お客様のDX推進に貢献してまいります」。  

 

*1 Mixed Reality： MR、複合現実 

ヘッドマウントディスプレイ等の専用の端末を用いることにより、実際に見ている光景（現実世界）に動画や、3次元コンピューター

グラフィックス（以下、3DCG）などのデジタルコンテンツを重ねて表示するだけでなく、デジタルコンテンツを実際の手や音声で操作で

きる技術。 

例えば、マニュアルや管理簿などを携行しなくても、データベースにアクセスし熟練者の操作方法を動画で確認したり、現実の設備

に操作手順を表示しながら、操作することが可能。また、容易に分解できない設備も3DCG上で分解し、内部構造を確認しながら

点検方法を訓練するなどの使い方もできる。 

*2 Azure Spatial Anchors 

実世界のスケールに対応した空間アンカー情報をクラウド上で保持し、マルチユーザーで共有することで、物理空間の場所に応じ

た3Dコンテンツやデータを配置し、HoloLens 2 やスマートフォンなどのデバイスを通じて表示することができるクラウドサービス。 



 

 

*3 ビーコン 

極低電力の近距離無線通信規格「Bluetooth Low Energy（BLE）」を利用した新しい位置特定技術、またはその技術を利

用したデバイス。 

*4 Digital Twin 

現実に存在する設備などを3D用いて仮想空間上に再現し、設備に取り付けたIoTセンサーからクラウド上に収集したIoTデータを

AIにより分析・処理し、仮想空間上の設備に即座に処理結果を反映することで現実の設備に発生する事象としてシミュレーションす

ることで予知保全を始めとした様々な対応へつなげることが可能となる。 

 

 # # 

 

アバナードについて 

アバナードは、マイクロソフトのエコシステムにおいて、革新的なデジタル、クラウド、アドバイザリーサービス、各業界向けソリュ

ーション、デザイン主導のエクスペリエンスを提供するリーディングプロバイダーです。26 カ国、56,000 人のプロフェッショナルな

スタッフが、顧客、その従業員、またそのお客様に、素晴らしい体験・影響という “真のヒューマン インパクト” を日々もたらし

ています。 

アバナードは、マイクロソフトの Global SI Partner of the Year を他社よりも多く受賞しています。また、最も多くのマイクロ

ソフト認定資格（60,000 以上）と 18 のゴールドレベルのマイクロソフト技能を持ち、企業の成長と困難な課題の解決を

支援する稀有な企業です。 

私たちは従業員を第一に考え、誰もが自分らしさを発揮できるインクルーシブな職場環境の提供に尽力しています。また、

責任ある企業として持続可能な世界を構築し、恵まれない環境にある可能性を持った若者の支援もしています。 

アクセンチュアが筆頭株主であり、2000 年にアクセンチュアとマイクロソフトによって設立されました。公式 Web サイトは、

https://www.avanade.com/ja-jp です。 

 

 

【お問い合わせ】 

アバナード株式会社 

TEL： 03-6234-0150 

E メール： tokyo@avanade.com 

 

北海道電力株式会社 広報部広報企画グループ 

TEL:011-251-4076（直通） 

 

【本件に関する報道関係お問い合わせ先】  

アバナード 広報事務局（共同ピーアール株式会社）  

担当：栗木、沓澤、石谷、伊藤 

e-mail:  avanade-pr@kyodo-pr.co.jp  

Phone:  03-6260-4863 
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